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千葉県浦安市 Q3 .1. 生物環境の保全と創出（既存樹木保存や植栽による）

LR1.2. 自然エネルギー利用（太陽光発電パネル＋トップライト、自然換気）

LR1.2. 自然エネルギー利用（アウトフレーム＋ライトシェルフ＋欄間付き開口部による昼光制御及び快適な視環境（明るさ感）の創出）

LR1.4. 効率的運用（運用管理体制）

Z.  その他（バリアフリー計画（ユニバーサルデザイン））
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D.　評価技術／FB

K.　その他J.　生物多様性I.　周辺・地域への配慮

H.　生産・施工との連携G.　建物基本性能確保F.　長寿命化E.　リニューアル

C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン
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建築の構成を最大限に活かし環境に配慮した公共建築デザイン

CASBEE評価省エネルギー性能

設計担当者　

日建設計　　　 統括：亀井忠夫／建築：木村雅一、安本勉／構造：大竹透、角野大介／設備：西脇貴洋、安斎幹、齊藤義明
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集光装置による明るさ感向上
トップライトによる自然採光

太陽光発電（20kW)

アウトフレームによる日射遮蔽
冗長性を持たせた熱源計画
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雨水・空調ドレン水利用

ライトシェルフと乳白色
ランマ部による採光

防災無線アンテナ/高所カメラ
による広域監視

72時間稼働可能な非常用発電機

防災対策本部／備蓄倉庫

広範囲に液状化対策実施

非常時用オイルタンク（72時間）

非常時汚水貯留槽

防災井戸（常時利用）

水害に配慮した主要機械室配置
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防災拠点の機能を確保するための設備計画
LCC低減のための取り組み
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A 南北両面において
アウトフレーム+ライトシェルフ
により直達日射遮蔽あり
ブラインドが不要な時間帯

 

B 南面において
冬の朝の直達日射あり
C 南面において
夏の夕方、西日の直達日射あり
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明るさ感指標NSB値≒8.5
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執務室の輝度画像 例：秋分 /16:00

対して西面はビジョン部
（赤い部分）に日射がある
ことがわかる

北面は、アウトフレーム
により日射遮蔽されて
いることがわかる

執務室窓廻り断面構成図

欄間付開口部の設え頭頂部断面図（排気）

日射遮蔽と昼光利用を両立した快適な執務室

PCによるアウトフレームで構成された外観 エコボイド見上げエコボイドを臨む（曇天時） エコボイド断面構成

各階の手動窓の開口幅と換気回数

断面構成＋採用技術マップ
：南面アウトフレームによりビジョン部への日射が遮蔽される時間

：北面 欄間部への直達日射あり
：南面 ライトシェルフによりビジョン部への日射が遮蔽される時間

：南面 ビジョン部への直達日射あり
：欄間部+ビジョン部への直達日射あり

■：自然換気

太陽目線カレンダー

分散化、老朽化していた旧庁舎機能の再編・統合計画。 2011年の東日本大

震災において、液状化による被災経験を踏まえ構築した防災拠点機能を備え

た庁舎の計画である。市庁舎として求められる省エネルギー運用の実現のた

め、建築の構成を最大限に活かした環境負荷低減への積極的な取り組みを

行った。実現に当たっては様々な事前予測と検証の積み重ね、供用開始後に

おいては測定による検証結果の妥当性確認と必要に応じた調整、またBEMS

データの分析結果の改善調整により、1次エネルギー消費量は773MJ/㎡・年

となり、一般的な市庁舎と比較して47％の省エネルギー運用が実現された。

外装はプレキャストコンクリート造（PC）による柱・梁のグリッドアウトフレーム

による陰影のあるリジッドな構成とし ‘世代を超えて受け継がれる庁舎’ 

にふさわしいシンプルで力強い意匠とした。

アウトフレームと欄間付開口部により適度な昼光利用を図った執務スペース

太陽から建物を並行投影した画像を月ごと、時間ごとに並べた「太陽目線カ

レンダー」により建物への直達日射状況を把握、方位ごとの日射遮蔽効果の

分析を実施した。日中はアウトフレーム効果により直達日射が遮蔽される時間

帯が高いこと。また太陽高度が低い時間帯には欄間部から直達日射が室内に

到達することが把握できた。南面には更にライトシェルフを設置することで

ブラインド使用時間の縮減が図れ、良好な眺望の確保とともに自然換気時の

窓開けのしやすさに寄与している。欄間開口部には乳白フィルムを貼り、直達

日射を和らげると共に、ライトシェルフ上部やフレーム水平部位の反射光を

拡散光として天井面に取り込むことで、執務室の明るさ感を向上させている。

自然光を有効に利用し年間を通じた明るい吹抜空間を実現スペース

高さ（約54m）に対し平面形状が小さい吹抜空間の視的（光）快適性確保の

ため、トップライト上部に設置した4基の集光装置の光を、吹抜に面する中

層部の打合せコーナー部の壁面（垂直ルーバー）を照射するように調整。

1階からの見上げ、各階の吹抜廻りの廊下や執務ゾーンから、ボイドへの視

線の先に明るいルーバー面を設え、人が明るさを感じる視覚効果「明るさ

感」を確保している。また雨天、曇天時に減少する集光量を補完するため、

ルーバー面の両サイド及び、吹抜に面する手摺ガラス下部に間接照明を配

置、年間を通じ明るさを感じることができる吹抜を実現した。

吹抜（エコボイド）を利用した中間期の自然換気システム

中間期は熱源・空調機を停止する運用を前提とし、建物中央の吹抜け（エ

コボイド）を利用した自然換気を行っている。給気は1階から7階の執務ス

ペースの窓下に設置した定風量換気装置（電動制御）と手動解放窓（引違い）

から行っているが、手動窓についてはシミュレーションにより階ごとに最

適な開口面積を算定し、サッシュ側ではストッパーにより開口幅を制限す

る設えとしている。また最上部の換気口の外側には屋上設備目隠しを兼用

した整風板により、外部風が温度差換気による室内空気の排出を妨げない

配慮を行っている。設計時のシミュレーションでは、概ね10回/ｈ程度の換

気量を確保できる想定としたが、運用後の測定においても概ね想定通りの

換気量が確保されていることが確認できている。更には南面と北面の流入

温度が異なることがわかり、南北面で換気装置の発停分けを行う運用とす

るなど、供用後のチューニングにより最適な運用を目指している。

乳白フィルム

窓下換気装置

手動サッシュ+網戸

0
0 50 100

Q

S A B
+

B
-

C

L

100

50 0.5

3.0 1.5 BEE=1.0

18

79 4.4


